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(57)【要約】
【課題】　伐採した竹の破砕で得られた竹破砕片を簡略
な機構で効率よく乾燥すると共に、乾燥した竹破砕片の
みを適切に選別供給して、燃料として有効且つ経済的に
利用可能とする竹破砕片乾燥選別システムを提供する。
【解決手段】　所定の大きさに破砕された竹破砕片１０
０を破砕片収容部１０の内部空間１０ａに入れ、下部か
ら上向きに空気を送り込むと、空気との継続的な接触で
竹破砕片１００が水分を奪われて乾燥していくと共に、
乾燥して密度を低下させた竹破砕片のみ空気による浮遊
高さを上げ、内部空間上端部から次の破砕片通路部２０
に進む状態となって、結果として乾燥した竹破砕片を選
別して取り出せることにより、伐採した竹を破砕したも
のから、乾燥した竹破砕片のみを効率よく取り出し、こ
の乾燥した竹破砕片を順次供給して、一般的な燃料と同
様に継続的に燃焼させられる燃料として活用可能となる
。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下方向に所定長さ連続する内部空間を設けられてなり、当該内部空間にあらかじめ破
砕し且つ大きさを揃えた竹破砕片を入れられると共に、空気を下方から送り込まれる破砕
片収容部と、
　当該破砕片収容部の内部空間上端部に連通して所定長さ連続し、破砕片収容部から出た
空気及び竹破砕片を通す破砕片通路部と、
　前記破砕片通路部の所定箇所を横断する状態で配設され、破砕片通路部を進行してきた
空気を破砕片通路部での進行方向へそのまま通す一方、竹破砕片は通さないフィルタ部と
、
　前記破砕片通路部におけるフィルタ部の下方に位置し、フィルタ部を通過できず破砕片
通路部終端部から落下した竹破砕片を収容する所定の内部空間を設けられる破砕片回収部
と、
　当該破砕片回収部に収容された竹破砕片を、当該竹破砕片を燃焼させる所定の燃焼装置
に移送する移送手段と、
　前記破砕片収容部の内部空間に向けて空気を送り出して、内部空間の竹破砕片を浮遊状
態とする送風部と、
　前記破砕片収容部の内部空間下部に対し、破砕片収容部内で竹破砕片が少なくとも移動
可能な状態を維持する量だけ連続的又は断続的に新たな竹破砕片を供給する破砕片供給部
とを備え、
　前記送風部を出て破砕片収容部に送り込まれる空気は、当該空気により浮遊状態となる
竹破砕片のうち、所定の密度以下の竹破砕片を破砕片収容部の上端部に到達させて破砕片
通路部に進入させる一方、前記所定の密度より大きい竹破砕片は破砕片収容部の上端部に
到達させない程度の所定風量に維持され、
　前記破砕片通路部は、破砕片収容部から出た空気の進行に伴って、破砕片収容部から出
た竹破砕片が少なくとも前記フィルタ部まで到達可能となる長さに設定されることを
　特徴とする竹破砕片乾燥選別システム。
【請求項２】
　前記請求項１に記載の竹破砕片乾燥選別システムにおいて、
　前記破砕片通路部におけるフィルタ部の下側部分に連通して下方に所定長さ連続する略
筒状体として形成され、前記フィルタ部で進行を止められて落下する竹破砕片を通過させ
る回収用通路部を備え、
　前記破砕片回収部が、前記回収用通路部の終端部に内部空間を連通させて配設され、回
収用通路部及び移送手段との接続部位を除いて内部空間を外部から隔離されることを
　特徴とする竹破砕片乾燥選別システム。
【請求項３】
　前記請求項２に記載の竹破砕片乾燥選別システムにおいて、
　前記破砕片回収部における回収用通路部との連通部分に、竹破砕片が内部空間に落下し
てこない間は閉塞状態とする開閉可能な蓋体を配設することを
　特徴とする竹破砕片乾燥選別システム。
【請求項４】
　前記請求項１ないし３のいずれかに記載の竹破砕片乾燥選別システムにおいて、
　前記送風部を出て破砕片収容部に送り込まれる空気が、送風機の前段又は後段で、前記
燃焼装置の周囲の空間を通るものとされ、前記燃焼装置の外面からの放射熱及び／又は外
面との接触による熱移動で温度を高められることを
　特徴とする竹破砕片乾燥選別システム。
【請求項５】
　前記請求項１ないし４のいずれかに記載の竹破砕片乾燥選別システムにおいて、
　前記破砕片通路部におけるフィルタ部より空気進行方向の前方側に、フィルタ部より後
方側の破砕片通路部より通路断面積を大きくした拡大管部が配設され、フィルタ部を出た
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空気が前記拡大管部を通過してから外部に排出されることを
　特徴とする竹破砕片乾燥選別システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、竹の破砕片を乾燥させると共に、燃焼に適した乾燥状態のものを選別する竹
破砕片乾燥選別システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　主に西日本で、採算面等により管理されず放置された竹林が、竹の生長力の強さにより
周囲に広がり、森林が竹によって侵食されて、その生態系が破壊されたり、地滑り等の自
然災害につながる、という問題が発生している。
【０００３】
　このため、近年では、放置された竹林に対し、自治体等が伐採等の対応を行う例が増え
ているが、伐採された竹は産業廃棄物となるため、処分にもコストがかかり、費用面で大
きな負担となっている。
【０００４】
　処分コストを抑えるために、伐採した竹を有効利用しようとする試みが種々なされてお
り、そのうち実現性の高いものとして、伐採した竹は可燃材であることから、竹を破砕又
は粉砕するなど燃えやすい状態とした後、燃料として使用することが提案されている。従
来の、伐採した竹を燃料として加工し利用する手法の例として、特開２０１１－２２３９
７１号公報や特開２０１２－１８８５５６号公報に開示されるものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－２２３９７１号公報
【特許文献２】特開２０１２－１８８５５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の竹の燃料としての加工、利用は、前記各特許文献に示されるように行われており
、特に、前記各特許文献のように、竹を破砕あるいは粉砕してそのまま燃料として用いた
り、いったんペレット状にして燃料とするものは、加工後は燃料として取り扱いやすく、
また燃焼させやすいものとなっている。こうして竹を燃料として利用できると、処分に伴
う問題は解決できるが、伐採直後の竹は多くの水分を含んでおり、乾燥させるなどの工夫
が必要となる。
【０００７】
　例えば、前記各特許文献に示されるような従来の加工では、伐採後に自然乾燥工程を要
し、竹を置くスペースや伐採現場への一定期間放置が必要となるなど、取り扱いの問題が
生じる上、自然乾燥とは別に強制乾燥工程も必要であり、燃料として利用可能な状態とす
るまでに手間がかかり、コストが上昇するなど、燃料として有効且つ経済的に利用するの
が難しいという課題を有していた。
【０００８】
　本発明は前記課題を解消するためになされたもので、伐採した竹の破砕で得られた竹破
砕片を簡略な機構で効率よく乾燥させると共に、適度に乾燥した竹破砕片のみを適切に選
別供給して、燃料として有効且つ経済的に利用可能とする竹破砕片乾燥選別システムを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る竹破砕片乾燥選別システムは、上下方向に所定長さ連続する内部空間を設
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けられてなり、当該内部空間にあらかじめ破砕し且つ大きさを揃えた竹破砕片を入れられ
ると共に、空気を下方から送り込まれる破砕片収容部と、当該破砕片収容部の内部空間上
端部に連通して所定長さ連続し、破砕片収容部から出た空気及び竹破砕片を通す破砕片通
路部と、前記破砕片通路部の所定箇所を横断する状態で配設され、破砕片通路部を進行し
てきた空気を破砕片通路部での進行方向へそのまま通す一方、竹破砕片は通さないフィル
タ部と、前記破砕片通路部におけるフィルタ部の下方に位置し、フィルタ部を通過できず
破砕片通路部終端部から落下した竹破砕片を収容する所定の内部空間を設けられる破砕片
回収部と、当該破砕片回収部に収容された竹破砕片を、当該竹破砕片を燃焼させる所定の
燃焼装置に移送する移送手段と、前記破砕片収容部の内部空間に向けて空気を送り出して
、内部空間の竹破砕片を浮遊状態とする送風部と、前記破砕片収容部の内部空間下部に対
し、破砕片収容部内で竹破砕片が少なくとも移動可能な状態を維持する量だけ連続的又は
断続的に新たな竹破砕片を供給する破砕片供給部とを備え、前記送風部を出て破砕片収容
部に送り込まれる空気は、当該空気により浮遊状態となる竹破砕片のうち、所定の密度以
下の竹破砕片を破砕片収容部の上端部に到達させて破砕片通路部に進入させる一方、前記
所定の密度より大きい竹破砕片は破砕片収容部の上端部に到達させない程度の所定風量に
維持され、前記破砕片通路部は、破砕片収容部から出た空気の進行に伴って、破砕片収容
部から出た竹破砕片が少なくとも前記フィルタ部まで到達可能となる長さに設定されるも
のである。
【００１０】
　このように本発明によれば、所定の大きさに破砕された竹破砕片を破砕片収容部の内部
空間に入れ、下部から上向きに空気を送り込むと、空気との継続的な接触で竹破砕片が水
分を奪われて乾燥していくと共に、乾燥して密度を低下させた竹破砕片のみ空気による浮
遊高さを上げ、内部空間上端部から次の破砕片通路部に進む状態となって、結果として乾
燥した竹破砕片を選別して取り出せることにより、伐採し破砕した竹から、乾燥した竹破
砕片のみを効率よく取り出し、この乾燥した竹破砕片を順次供給して、一般的な燃料と同
様に継続的に燃焼させられる燃料として活用可能となる。また、竹破砕片の乾燥及び乾燥
完了した竹破砕片の取り出しは簡略な機構で実現でき、手間をかけずに乾燥した竹破砕片
を得られることとなり、製造コストを抑えて現実的に利用できる経済的な燃料とすること
ができる。さらに、伐採した竹を処分する必要なく燃料として有効に活用できることに加
え、竹に対する燃料としての利用の動機を与えられることで、活用されていなかった竹の
使用機会を増やして竹林の放置防止につなげられ、放置された竹林が原因で起こる諸問題
の解消も図れる。
【００１１】
　また、本発明に係る竹破砕片乾燥選別システムは必要に応じて、前記破砕片通路部にお
けるフィルタ部の下側部分に連通して下方に所定長さ連続する略筒状体として形成され、
前記フィルタ部で進行を止められて落下する竹破砕片を通過させる回収用通路部を備え、
前記破砕片回収部が、前記回収用通路部の終端部に内部空間を連通させて配設され、回収
用通路部及び移送手段との接続部位を除いて内部空間を外部から隔離されるものである。
【００１２】
　このように本発明によれば、破砕片通路部と破砕片回収部との間に回収用通路部を配設
し、竹破砕片が外部から隔離された回収用通路部の内側部分を通って破砕片回収部に達す
ると共に、破砕片回収部の内部空間も外部から隔離されて、破砕片通路部以降の竹破砕片
の通過経路で竹破砕片を外部の空気と接触しにくくすることにより、竹破砕片が破砕片回
収部に達するまでの間に、外部空気に含まれる水分の吸着による竹破砕片の含水率増加を
抑えられ、竹破砕片が破砕片回収部に至って収容された段階でもその乾燥状態を維持でき
る。
【００１３】
　また、本発明に係る竹破砕片乾燥選別システムは必要に応じて、前記破砕片回収部にお
ける回収用通路部との連通部分に、竹破砕片が内部空間に落下してこない間は閉塞状態と
する開閉可能な蓋体を配設するものである。
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【００１４】
　このように本発明によれば、破砕片回収部の回収用通路部と連通する入口部分に開閉可
能な蓋体を設け、回収用通路部を落下してきた竹破砕片が破砕片回収部に入る際を除いて
蓋体を閉止状態とすることにより、破砕片回収部内に外部の空気が入り込むおそれがほと
んど無くなり、竹破砕片と外部の空気との接触をさらに生じにくくして、破砕片回収部内
における竹破砕片の乾燥状態を確保でき、燃焼装置でのさらなる燃焼状態向上が図れる。
【００１５】
　また、本発明に係る竹破砕片乾燥選別システムは必要に応じて、前記送風部を出て破砕
片収容部に送り込まれる空気が、送風機の前段又は後段で、前記燃焼装置の周囲の空間を
通るものとされ、前記燃焼装置の外面からの放射熱及び／又は外面との接触による熱移動
で温度を高められるものである。
【００１６】
　このように本発明によれば、燃焼装置が燃料として竹破砕片を燃焼させて熱を発生させ
る中、送風部の作動により取り入れられた空気が燃焼装置周囲を通過し、空気はこの燃焼
装置の周囲で、燃焼装置の外面からの放射熱及び／又は外面との接触による熱移動で温め
られ、温度を高めた状態で送風部を経て破砕片収容部に達することにより、破砕片収容部
の内部空間で、温度が高く相対湿度の低下した空気と竹破砕片とが接触することとなり、
空気が竹破砕片から効率よく水分を奪ってより短時間で竹破砕片を乾燥させることができ
、適切に乾燥した竹破砕片が破砕片収容部から破砕片通路部に進むペースを速めて、破砕
片回収部で継続して十分な量の乾燥した竹破砕片を回収でき、破砕片回収部から燃焼装置
に連続して竹破砕片を供給できる。また、燃焼装置外面で空気を温める際の熱は竹破砕片
の燃焼により生じたものであり、外部へ放散されようとしていた熱を空気で適切に回収で
き、竹破砕片で発生させた熱をより有効に活用できると共に、空気を温めるために別途熱
源を用いずに済み、システムの稼働に係るコストを抑えられる。
【００１７】
　また、本発明に係る竹破砕片乾燥選別システムは必要に応じて、前記破砕片通路部にお
けるフィルタ部より空気進行方向の前方側に、フィルタ部より後方側の破砕片通路部より
通路断面積を大きくした拡大管部が配設され、フィルタ部を出た空気が前記拡大管部を通
過してから外部に排出されるものである。
【００１８】
　このように本発明によれば、破砕片通路部のフィルタ部より前方の部分に、破砕片通路
部のフィルタ部より後方側部分より流路断面積を大きくした拡大管部を設けることにより
、拡大管部を空気が通ることに伴い、フィルタ部を通過した後の空気の圧力が低下するこ
ととなり、破砕片収容部から破砕片通路部を経て外部に至る空気の流れを適切な圧力差に
基づきスムーズにして、破砕片通路部における乾燥した竹破砕片の移送効率を高められる
。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る竹破砕片乾燥システムの概略構成図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る竹破砕片乾燥システムにおける破砕片収容部での乾燥
進行に伴う竹破砕片移動状態説明図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る竹破砕片乾燥システムにおける他の破砕片回収部の蓋
体開閉状態説明図である。
【図４】本発明の他の実施形態に係る竹破砕片乾燥システムの概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施形態に係る竹破砕片乾燥システムを前記図１及び図２に基づいて
説明する。
　前記各図において本実施形態に係る竹破砕片乾燥システム１は、上下に連続する内部空
間１０ａを設けられる略筒状体からなる破砕片収容部１０と、破砕片収容部１０の内部空
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間上端部に連通して略水平向きに配設される略筒状の破砕片通路部２０と、この破砕片通
路部２０の終端部に位置して空気を外部に通過させる一方、空気以外の竹破砕片１００は
通過させないフィルタ部３０と、破砕片通路部２０の終端部下側に連通して下方に所定長
さ連続する略筒状の回収用通路部４０と、この回収用通路部４０の終端部に連通して竹破
砕片１００を収容可能な所定の内部空間を設けられる破砕片回収部５０と、この破砕片回
収部５０に収容された竹破砕片１００を所定の燃焼装置９０に移送する前記移送手段とし
てのスクリューコンベア６０と、破砕片収容部１０の内部空間に向けて空気を一定風量で
送り出す送風部７０と、破砕片収容部１０の内部空間下部に対し破砕片１００を供給する
前記破砕片供給部としてのスクリューコンベア８０とを備える構成である。
【００２１】
　前記破砕片収容部１０は、断面積一定で上下方向に所定長さ連続する内部空間１０ａを
設けられる略筒状体として形成される構成であり、内部空間１０ａにあらかじめ伐採直後
の竹を破砕機で破砕し且つ大きさを揃えた竹破砕片１００を入れられると共に、乾燥した
空気を下方から送り込まれるものである。
【００２２】
　この破砕片収容部１０の内部空間１０ａでは、下から上に向かう空気により竹破砕片が
受ける上向きの力と、所定の質量を有する竹破砕片に加わる下向きの重力とがほぼ釣り合
って、竹破砕片が大きく移動することなく所定高さ範囲内に保持される浮遊状態となるよ
うに、送風部７０から空気が所定の一定風量で送り込まれる。
【００２３】
　そして、破砕片収容部１０の内部空間１０ａは、下から上に向かう空気により浮遊する
各竹破砕片１００をその密度（質量密度）の違いによって浮遊する高さを異ならせて上下
に広く分布させるようにその大きさを設定される。
【００２４】
　前記破砕片通路部２０は、破砕片収容部１０の内部空間上端部に連通して略水平方向に
所定長さ連続する略筒状体として形成され、破砕片収容部１０から出た空気及び乾燥した
竹破砕片１００を通過させられるものである。
【００２５】
　この破砕片通路部２０は、破砕片収容部１０から出た竹破砕片１００がこの破砕片通路
部２０における破砕片収容部１０側の始端部から終端部に向かう横向きの空気の流れに伴
ってフィルタ部３０まで問題なく到達可能となる所定長さに設定される。
【００２６】
　前記フィルタ部３０は、破砕片通路部２０の終端部を横断する状態で配設され、破砕片
通路部２０を進行した空気が破砕片通路部での進行方向へそのまま通過して外部へ達する
のを許容する一方、竹破砕片１００の外部への通過は阻止して、この竹破砕片が空気と共
に外部へ進むのを防ぐものである。このフィルタ部３０は、竹破砕片と接触してその進行
を止める面を下向きとすることで、進行を止められた竹破砕片１００の下方への落下を許
容する仕組みである。そして、フィルタ部３０により空気と同じ方へ移動することを阻止
された竹破砕片１００は、その重さによりフィルタ部３０から離れ、空気の流れから外れ
て自由落下し、回収用通路部４０に進む。フィルタ部３０そのものは、空気を無理なく通
せる、竹破砕片より十分小さい孔を多数有する一般的な構造となっており、詳細な説明を
省略する。
【００２７】
　前記回収用通路部４０は、破砕片通路部２０の終端部下側に連通して下方に所定長さ連
続する略筒状体として形成される構成であり、フィルタ部３０に達してさらなる進行を止
められ落下する竹破砕片１００を通過させて、破砕片回収部５０へ向かわせるものである
。この回収用通路部４０における竹破砕片１００の通る内側部分は外部から隔離されてお
り、竹破砕片１００が回収用通路部４０の内側部分を通って破砕片回収部５０に達する際
に、竹破砕片１００は外部の空気と接触することはない。
【００２８】
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　前記破砕片回収部５０は、破砕片通路部２０の終端部の下方に位置し、破砕片通路部２
０終端のフィルタ部３０から落下した竹破砕片１００を収容する所定の内部空間５０ａを
設けられる構成である。
【００２９】
　この破砕片回収部５０は、内部空間５０ａを有する所定の容器として形成され、回収用
通路部４０の終端部に内部空間５０ａを連通させて配設され、回収用通路部４０及びスク
リューコンベア６０との接続部位を除いて内部空間５０ａを外部から隔離される。
【００３０】
　こうして、竹破砕片１００が、回収用通路部４０の外部から隔離された内側部分を通っ
て破砕片回収部５０に達すると共に、破砕片回収部５０の内部空間５０ａも外部から隔離
されており、破砕片通路部２０以降において竹破砕片１００が外部の空気と接触しにくく
なることで、外部空気に含まれる水分の吸着による竹破砕片の含水率増加を抑えて、破砕
片回収部５０に至る状況でも乾燥状態の維持が図れる。
【００３１】
　この破砕片回収部５０の入口部分、すなわち回収用通路部４０との連通部分には、必要
に応じ開閉可能な蓋体５１を設けるようにしてもよく（図３参照）、落下してきた竹破砕
片１００が破砕片回収部５０に入る際を除いて蓋体５１を閉止状態とすれば、破砕片回収
部５０内に外部の空気が入り込む余地をほぼ無くせることとなり、竹破砕片と外部の空気
との接触をさらに生じにくくして、破砕片回収部５０内における竹破砕片１００の乾燥状
態を確保できる。
【００３２】
　前記スクリューコンベア６０は、破砕片回収部５０に収容された竹破砕片１００を、こ
の竹破砕片を燃焼させる所定の燃焼装置９０に移送するものである。スクリューコンベア
としての構造自体は公知のものであり、詳細な説明を省略する。
【００３３】
　こうして破砕片回収部５０から燃焼装置９０までの竹破砕片１００の移送手段として、
移送経路が外部から隔離されたスクリューコンベア６０を用いて、破砕片回収部５０から
燃焼装置９０までの移送経路で竹破砕片１００を外部の空気と接触しにくくすることで、
竹破砕片１００が破砕片回収部５０から燃焼装置９０に達するまでの間、外部空気に含ま
れる水分の吸着による竹破砕片１００の含水率増加を抑えられ、竹破砕片１００が燃焼装
置９０に至って燃焼に供される時まで、その乾燥状態を維持でき、燃焼装置９０で良好な
燃焼を行わせることができる。
【００３４】
　なお、破砕片回収部５０から燃焼装置９０に竹破砕片１００を移送する移送手段として
は、スクリューコンベア６０に限られるものではなく、破砕片回収部５０から燃焼装置９
０までの竹破砕片の移送経路が外部から隔離されており、竹破砕片と外部の空気との接触
を防ぐものであれば、他の移送手段を用いてもかまわない。
【００３５】
　前記送風部７０は、破砕片収容部１０の下側に通じる空気流路の途中に配設され、破砕
片収容部１０の内部空間１０ａに向けて空気を所定の一定風量で送り出すものである。送
風部の送風に係る機構は公知の送風機そのものであり、詳細な説明は省略する。
【００３６】
　送風部７０により破砕片収容部１０へ送られる空気は、外部の空間に面する所定の取り
入れ口から取り入れられた後、燃焼装置９０の周囲に設けられた空気加熱用の空間部９２
を通過して送風機７０に達し、破砕片収容部１０に向かう経路を進行するようにされてお
り、燃焼装置の周囲であらかじめ温められて温度を高めた状態で破砕片収容部１０に達す
る。
【００３７】
　竹破砕片１００は、あらかじめ破砕、選別を経て、ほぼ同じ大きさとして破砕片収容部
１０の内部空間に供給されていることから、各竹破砕片ごとの差異は、ほぼ密度の違いの
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みといえる状態となっている。これに対応するように、送風部７０からの空気は、破砕片
収容部１０で竹破砕片の浮遊高さが密度の差のみに依存するように、所定の一定風量、す
なわち、単位時間あたりの空気流量に変化がない状態、とされて破砕片収容部１０に送り
込まれる。
【００３８】
　この送風部７０から一定風量で送り込まれる空気により、竹破砕片は、密度の差に応じ
て浮遊する高さを異ならせて内部空間で上下に分布する状態となる。ところで、ほぼ同質
の竹を破砕してほぼ同じ大きさとなっている竹破砕片の密度は、ほとんど含水量に依存し
ていることから、破砕片収容部１０では、各竹破砕片における含水量の差が、そのまま密
度差となり、この密度差に対応した浮遊高さの違いとして現れる。
【００３９】
　そして、送風部７０から送風される空気の風量は、送り込まれる空気により浮遊状態と
なる竹破砕片のうち、あらかじめ設定された所定の密度以下の竹破砕片の浮遊高さを破砕
片収容部１０の上端部に到達させて破砕片通路部２０に進入させる一方、前記所定の密度
より大きい竹破砕片の浮遊高さを破砕片収容部１０の上端部に到達させない程度の所定風
量に調整維持される。
【００４０】
　すなわち、内部空間の大きさと竹破砕片の大きさに合わせて適切に設定された風量で、
竹破砕片１０ａが、十分に乾燥していると見なせる含水率に対応する前記密度値より、大
きい密度となる、すなわち、含水率が高く乾燥していない状態では、破砕片１００は浮遊
しても内部空間の上端部まで達しないこととなる。
【００４１】
　こうして、竹破砕片が乾燥していない、すなわち、竹破砕片の含水率が高く密度が大き
いと、次の破砕片通路部２０の方へ進めないようにしていることで、乾燥して密度が小さ
くなったもののみ破砕片通路部２０に進んで最終的に回収でき、この段階で乾燥した竹破
砕片のみを適切に選別できる仕組みとなっている。
【００４２】
　なお、竹破砕片を浮遊させる空気は、送風部７０から送られる空気を、所定の一定風量
とすることに加え、破砕片収容部１０の内部空間における断面各位置で空気速度（風速）
が均一速度となるようにするのが望ましい。この場合、内部空間１０ａにおける竹破砕片
の浮遊高さを内部空間全域で確実に竹破砕片の密度の差のみに依存する状態とすることが
でき、選別の正確性を維持しつつ乾燥した竹破砕片の破砕片収容部１０からの選別送り出
し効率を高められる。
【００４３】
　前記スクリューコンベア８０は、破砕片収容部１０の内部空間下部に対しその側方から
、破砕片収容部内で竹破砕片１００が少なくとも移動可能な状態を維持する量だけ竹破砕
片を供給するものである。スクリューコンベアとしての構造自体は公知のものであり、詳
細な説明を省略する。
【００４４】
　スクリューコンベア８０の入口側は、破砕機で破砕されて生じた破砕片を受け止めて集
合状態とするホッパー８５の下部に接続され、ホッパー８５に集められた竹破砕片をスク
リューコンベア８０が順次破砕片収容部１０側へ移送する。スクリューコンベア８０のホ
ッパー８５から破砕片収容部１０に通じる竹破砕片の移送経路は、外部から隔離された状
態となっている。
【００４５】
　このように破砕片供給部としてスクリューコンベア８０を用い、破砕片収容部１０に通
じる竹破砕片の移送経路を外部から隔離して、竹破砕片の移送経路を通じて空気が出入り
しにくくすることで、破砕片収容部１０の内部空間１０ａに送り込んだ竹破砕片乾燥用の
空気がスクリューコンベア８０を通じて漏れるのを抑えて、送風部７０から破砕片収容部
１０への送風効率を高められ、送風部７０からの空気を確実に内部空間１０ａで上方に向
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かわせて竹破砕片１００の乾燥の進行を促すことができる。
【００４６】
　スクリューコンベア８０による竹破砕片の供給は、破砕片収容部１０からの流出量に合
わせて少しずつ連続的に供給する他、流出が続いて竹破砕片が一定量減少したと予想され
るタイミングで、断続的に所定量の竹破砕片をまとめて補給するようにすることもできる
。
【００４７】
　なお、スクリューコンベア８０の破砕片収容部１０に連通する出口部は、竹破砕片が密
集しており、且つ、スクリューコンベア自体が空気を通しにくい構造であるため、破砕片
収容部１０の内部空間１０ａに対し常に開放状態でもかまわないが、この他、スクリュー
コンベア８０の出口部を開閉可能として、竹破砕片の供給時以外は閉止状態とするように
すれば、内部空間１０ａ側からの空気の漏れをより確実に防いで、送風部７０から破砕片
収容部１０への送風効率を高められる。
【００４８】
　破砕片収容部１０の内部空間１０ａに竹破砕片１００を供給する破砕片供給部としては
、スクリューコンベア８０に限られるものではなく、ホッパー８５から破砕片収容部１０
に通じる竹破砕片の移送経路が外部から隔離されており、送風部７０により内部空間１０
ａに送り込んだ竹破砕片乾燥用の空気が移送経路を通じて漏れるのを防ぐものであれば、
他の破砕片供給部を用いてもかまわない。
【００４９】
　送風部７０の作動により取り入れられた空気が周囲を通過する燃焼装置９０は、燃料を
燃焼させて熱を発生させ、この生じた熱を直接又は間接的に被加熱対象物に供給する、ボ
イラ等の公知の装置であり、詳細な説明を省略する。燃焼装置９０が、燃料として破砕片
回収部５０からスクリューコンベア８０で移送された竹破砕片を燃焼させて熱を発生させ
る中、取り入れ口から取り入れられた空気は、この燃焼装置９０の周囲に配設されたハウ
ジング９１と燃焼装置９０外面との間に生じている、空気加熱用の空間部９２を通過して
送風機７０に達し、破砕片収容部１０に向かう経路を進行するようにされる。燃焼装置９
０の周囲で、空気は燃焼装置の外面からの放射熱及び／又は外面との接触による熱移動で
温められ、温度を高めた状態で送風部７０を経て破砕片収容部１０に達する。
【００５０】
　なお、ハウジング９１に代えて、燃焼装置の外面周囲に、管材を巻き付けたような形態
で配設し、管材に燃焼装置で生じた熱を伝わりやすくした上で、送風部７０の作動により
取り入れられた空気を、空気加熱用空間部としての管材内に通して、空気を温めるように
する構成とすることもでき、空気に燃焼装置外面からの熱を伝わりやすくして空気を温め
る効率の向上が図れる。
【００５１】
　この他、空気の破砕片収容部１０に向かう経路を変更して、空気が、送風部から送り出
された後で燃焼装置の周囲を経由して破砕片収容部１０に導入される構成とするようにし
てもかまわない。
【００５２】
　次に、本実施形態に係る竹破砕片乾燥選別システムによる竹破砕片の乾燥、選別工程に
ついて説明する。前提として、竹を破砕機で破砕し、同時に篩等で大きさを選別すること
で得られるほぼ同じ大きさの竹破砕片１００が、ホッパー８５に投入され、ホッパー８５
からスクリューコンベア８０で順次破砕片収容部１０に供給されるものとする。
【００５３】
　なお、破砕機で破砕される竹は、適度な水分を含んで破砕時に過度に細かく分かれず、
確実にチップ状の破砕片となるよう、伐採直後の含水率の高い、いわゆる「生」の状態の
ものを用いる。ただし、竹における一定高さ以上の葉のある部分は使用しないようにする
ことで、破砕片に過剰に水分が含まれないようにしている。
【００５４】
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　まず、はじめに、送風部７０を作動させ、外部から所定の取り入れ口を通じ取り入れら
れた空気が、燃焼装置９０の周囲に設けられた空気加熱用の空間部を通過して送風機７０
に達した後、破砕片収容部１０に導入され、破砕片収容部１０の内部空間１０ａを通過し
て破砕片通路部２０に入り、破砕片通路部２０の終端部のフィルタ部３０を最終的に通過
して外部へ至る一連の経路を進行するようにしておく。
【００５５】
　同時に、スクリューコンベア８０を作動させて、破砕片収容部１０の内部空間１０ａに
対し、竹破砕片１００を、この内部空間１０ａで竹破砕片１００が過度に密集せず移動で
きる程度の量となるように供給する。
【００５６】
　破砕片収容部１０の内部空間１０ａに供給された竹破砕片１００は、内部空間１０ａを
下から上に向かう一定風量の空気により、密度の差に応じた高さで浮遊しながら（図２（
Ａ）参照）、気流との接触により水分を徐々に奪われて乾燥していく。ほぼ同じ大きさで
ある竹破砕片の密度は、ほとんど含水量に依存していることから、各竹破砕片における含
水量が乾燥に伴い減少すると、密度も低下し、密度が低下した分、浮遊高さが高くなって
いく。
【００５７】
　そして、竹破砕片１００が、乾燥の進行に伴い含水率及び密度を下げて、十分に乾燥し
ていると見なせる含水率に対応する所定密度値に達すると、浮遊する竹破砕片は破砕片収
容部１０の上端部に達して、空気と共に内部空間１０ａを出て破砕片通路部２０に進入す
る（図２（Ｂ）参照）。適切に設定された空気の風量との関係に伴い、乾燥が進んでおら
ず前記所定密度値より大きい竹破砕片は、内部空間１０ａの上端部に到達できず、乾燥し
て密度が小さくなった竹破砕片のみ破砕片通路部２０に進む選別機能が発揮される状態が
得られる。
【００５８】
　なお、初期の段階では、燃焼装置９０に燃料となる竹破砕片が供給されておらず、燃焼
装置９０が稼働していない場合があり、燃焼装置９０周囲を通って送風機７０で破砕片収
容部１０に送り込まれる空気の温度が外気温とほとんど変わらない状態も起り得る。しか
し、破砕片収容部１０には継続的に空気が送り込まれ、内部空間１０ａの竹破砕片１００
は新たな空気と次々に接触することから、温度の高い空気と接触する場合より若干時間は
かかるものの、竹破砕片は確実に水分を奪われて乾燥を進行させていくこととなる。
【００５９】
　破砕片収容部１０から破砕片通路部２０に進んだ空気及び竹破砕片１００は、この破砕
片通路部２０をそのまま進行して終端部に達する。破砕片通路部２０の終端部では、空気
はそのまま進行方向を変えることなくフィルタ部３０を通過し、破砕片通路部２０を出て
外部の空間に拡散することとなる。一方、竹破砕片１００は、フィルタ部３０を通過でき
ないために外部へ達することはなく、フィルタ部３０と接触した後、外部へ向かう空気流
から外れ、フィルタ部３０の下方へ落下し、破砕片通路部２０の終端部下側に連通する回
収用通路部４０に入る。
【００６０】
　竹破砕片１００は回収用通路部４０内で落下してこれを通過し、破砕片回収部５０の内
側空間５０ａに達して収容状態となる。この破砕片回収部５０の内部空間５０ａに適量の
竹破砕片１００が収容された状態となったら、スクリューコンベア６０を作動させ、竹破
砕片１００を燃焼装置９０に移送すると共に、燃料としての竹破砕片を供給される状態と
なった燃焼装置９０を稼動させ、竹破砕片の燃焼を開始する。燃焼装置９０では、適切に
乾燥した竹破砕片が問題なく燃焼して効率よく熱を発生させることとなる。
【００６１】
　なお、燃焼装置９０は竹破砕片のみを燃焼させることから、排ガスには有害物質は含ま
れておらず、且つ、二酸化炭素の濃度が通常の空気より高くなっていることから、燃焼装
置が温室の温度管理用、特に暖房用として用いられている場合には、燃焼装置の排ガスを
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暖房用熱媒体として直接温室内に導入することもでき、効率よく温室内空間の暖房が行え
ると共に、高濃度の二酸化炭素により植物の生育に好影響を与えられる。
【００６２】
　燃焼装置９０が、竹破砕片を燃焼させて熱を発生させると、この発生熱に伴い燃焼装置
９０の外面も高温となる。これにより、送風部７０の作動により取り入れられた空気が燃
焼装置９０周囲の空気加熱用の空間部を通過すると、空気は、燃焼装置の外面からの放射
熱及び／又は外面との接触による熱移動で温められ、温度を高めた状態となる。
【００６３】
　こうして燃焼装置９０が竹破砕片を燃焼させるようになった後は、温められ温度を高め
た空気が、送風部７０により破砕片収容部１０に送り込まれるようになり、温度の高い空
気が、破砕片収容部１０の内部空間１０ａを通過して竹破砕片１００と接触する。浮遊す
る竹破砕片１００は、温度の高い空気流との接触で、外気温に近い空気の場合より短時間
で乾燥していき、前記同様に十分に乾燥していると見なせる含水率に対応する所定密度値
に達すると、破砕片収容部１０の上端部に到達して、空気と共に内部空間１０ａを出て破
砕片通路部２０に進む。
【００６４】
　この後も、前記同様に破砕片通路部２０を進行した竹破砕片１００がフィルタ部３０で
空気の流れと分離されてフィルタ部３０下方の回収用通路部４０へ落下し、回収用通路部
４０内を通過して破砕片回収部５０の内側空間５０ａへの収容状態となる。ただし、温度
の高い空気を竹破砕片の乾燥に用いて、乾燥時間が短くなったことにより、破砕片回収部
５０の内部空間５０ａには竹破砕片１００が順次収容され、スクリューコンベア６０によ
る竹破砕片１００の燃焼装置９０への移送において、竹破砕片が所定量となるまで移送を
待機する必要は無くなり、竹破砕片をスクリューコンベア６０により燃焼装置９０に連続
供給可能となる。
【００６５】
　乾燥した竹破砕片が適切に選別されて破砕片収容部１０から破砕片通路部２０に進んで
いく中、破砕片収容部１０の内部空間１０ａに存在する竹破砕片１００が減少すると、ス
クリューコンベア８０により内部空間１０ａに竹破砕片１００が補充供給される。
【００６６】
　この時、スクリューコンベア８０では、竹破砕片の乾燥、流出速度をあらかじめ考慮に
入れた上で、破砕片収容部１０の内部空間１０ａにおける竹破砕片１００の存在密度（濃
度）を維持し、できるだけ多くの竹破砕片１００をそれぞれ適切に空気と接触させて乾燥
を進行させられるように、適量の竹破砕片１００を破砕片収容部１０に供給する。
【００６７】
　こうして、竹破砕片１００が適宜補充される内部空間１０ａで、竹破砕片１００の乾燥
は変わりなく継続され、適切に乾燥した竹破砕片１００が次々に生じて破砕片収容部１０
から送り出され、燃焼装置９０に対し乾燥した竹破砕片１００を供給し続けることができ
る。
【００６８】
　このように、本実施形態に係る竹破砕片乾燥選別システムにおいては、所定の大きさに
破砕された竹破砕片１００を破砕片収容部１０の内部空間１０ａに入れ、下部から一定風
量で上向きに空気を送り込むと、空気との継続的な接触で竹破砕片１００が水分を奪われ
て乾燥していくと共に、乾燥して密度を低下させた竹破砕片１００のみ空気による浮遊高
さを上げ、内部空間上端部から次の破砕片通路部２０に進む状態となって、結果として乾
燥した竹破砕片１００を選別して取り出せることから、伐採し破砕した竹から、乾燥した
竹破砕片のみを効率よく取り出し、この乾燥した竹破砕片を順次供給して、一般的な燃料
と同様に継続的に燃焼させられる燃料として活用可能となる。また、竹破砕片１００の乾
燥及び乾燥完了した竹破砕片の取り出しは簡略な機構で実現でき、手間をかけずに乾燥し
た竹破砕片を得られることとなり、製造コストを抑えて現実的に利用できる経済的な燃料
とすることができる。さらに、伐採した竹を処分する必要なく燃料として有効に活用でき
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ることに加え、竹に積極的に燃料としての利用の動機を与えられることで、活用されてい
なかった竹の使用機会を増やして竹林の放置防止につなげられ、放置された竹林が原因で
起こる諸問題の解消も図れる。
【００６９】
　特に、農地近隣にある伐採可能な竹林の竹を燃料として使用できることで、農地で農業
用に使用される石油系燃料の代替燃料として、農家、例えば温室温度管理用のボイラ等を
用いる農家で、伐採した竹から得た低コストの竹破砕片を活用することもでき、農業にお
ける燃料費の抑制が期待できる。さらに、竹破砕片は竹由来のいわゆるバイオマス燃料で
あるので二酸化炭素排出量が統計上０と算定され、二酸化炭素排出抑制政策面からも導入
が有利となるなど、社会問題と経済問題の両方の解決を一度に図れる方策となり得る。
【００７０】
　なお、前記実施形態に係る竹破砕片乾燥選別システムにおいて、破砕片通路部２０は終
端部まで流路断面積を同じくした略筒状体とし、フィルタ部３０を通過した空気が、その
まま外部に流出して周囲に拡散する構成としているが、これに限らず、図４に示すように
、破砕片通路部２０のフィルタ部３０より先（前方側）の部分に、破砕片通路部２０のフ
ィルタ部３０より後方側部分より流路断面積を大きくした拡大管部２５を設ける構成とす
ることもでき、流路断面積を大きくした拡大管部２５を空気が通ることで、フィルタ部３
０を通過した空気の圧力を低下させ、破砕片収容部１０から破砕片通路部２０を経て外部
に至る空気の流れをスムーズにして、破砕片通路部２０における乾燥した竹破砕片の移送
効率を高めることができる。
【００７１】
　また、前記実施形態に係る竹破砕片乾燥選別システムにおいては、送風部７０の作動に
より取り入れられた外部の空気を、燃焼装置９０の周囲に導いて、燃焼装置の外面の熱に
より温める構成としているが、この他に、外部空気より温度が高くなっている、燃焼装置
で竹破砕片を燃焼させた後の排ガスや、竹破砕片を乾燥させた後、破砕片通路部終端のフ
ィルタ部を通過して排出される使用済みの空気を、高温側の熱媒体として用い、これらの
いずれかと、取り入れ直後で燃焼装置周囲で温度を高められる前の外部空気とを、所定の
熱交換器に導入して顕熱交換を行わせ、補助的に空気を温める構成とすることもできる。
この場合、排ガスや使用済み空気の保有する熱を、新規に取り入れた外部空気との熱交換
で適切に回収でき、発生させた熱をより有効に活用できると共に、破砕片収容部に送り込
む空気の温度を可能な限り高めて、竹破砕片の乾燥の効率を高められ、乾燥済みの竹破砕
片の供給量を増やせることで、システムの稼働に係るコストを抑えられる。なお、排ガス
や使用済み空気にはその性質上水分が多く含まれるが、外部空気とは顕熱交換を行わせる
ことで、温められて破砕片収容部に送り込まれる空気への水分の移動はなく、竹破砕片の
乾燥に影響が及ぶことはない。
【符号の説明】
【００７２】
　１　　　　　　　　竹破砕片乾燥選別システム
　１０　　　　　　　破砕片収容部
　１０ａ　　　　　　内部空間
　２０　　　　　　　破砕片通路部
　２５　　　　　　　拡大管部
　３０　　　　　　　フィルタ部
　４０　　　　　　　回収用通路部
　５０　　　　　　　破砕片回収部
　５０ａ　　　　　　内部空間
　５１　　　　　　　蓋体
　６０　　　　　　　スクリューコンベア
　７０　　　　　　　送風部
　８０　　　　　　　スクリューコンベア
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　８５　　　　　　　ホッパー
　９０　　　　　　　燃焼装置
　９１　　　　　　　ハウジング
　９２　　　　　　　空間部
　１００　　　　　　竹破砕片

【図１】 【図２】
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